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二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
度
　
研
究
所
報
告

一　

組　

織

所　
　
　

長 
浅
見
直
一
郎

主　
　
　

事 
藤
田　

義
孝

委　
　
　

員 
髙
井　

康
弘
（
大
学
院
文
学
研
究
科
長
）

 

滝
川　

義
弘
（
教
育
研
究
支
援
部
長
）

 

八
木　

孝
枝
（
教
育
研
究
支
援
課
長
）

 

浅
見
直
一
郎
（
研
究
・
国
際
交
流
担
当
副
学
長
）

 

乾　
　

源
俊
（
教
授
・
中
国
文
学
）

 

古
川　

哲
史
（
教
授
・
歴
史
学
／
比
較
文
化
・
社
会
論
）

 

山
本　

和
彦
（
教
授
・
仏
教
学
）

 

阿
部　

利
洋
（
准
教
授
・
社
会
学
）

 

釆
睪　
　

晃
（
准
教
授
・
仏
教
学
）

二　

研
究
組
織

〔
特
別
指
定
研
究
〕

「
建
学
の
精
神
」
教
育
推
進
研
究

研 

究 

課 

題 

大
谷
大
学
建
学
の
精
神
の
具
現
化

研　

究　

員 

草
野　

顕
之
（ 

研
究
代
表
者
・
学
長
・
教
授
・
日
本
仏

教
史
学
）

 

木
越　
　

康
（
チ
ー
フ
・
教
授
・
真
宗
学
）

 

望
月　

謙
二
（
教
授
・
国
語
科
教
育
学
）

 

渡
辺　

啓
真
（
教
授
・
倫
理
学
）

 

冨
岡　

量
秀
（
准
教
授
・
真
宗
学
・
幼
児
教
育
学
）

 

福
島　

栄
寿
（ 

准
教
授
・
近
代
日
本
仏
教
史
・
近
代
日

本
思
想
史
）

 

箕
浦　

暁
雄
（
准
教
授
・
仏
教
学
）

 

西
本　

祐
攝
（
講
師
・
真
宗
学
）

研
究
補
助
員（
Ｒ
Ａ
） 

拝
原　

祥
子
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

〔
指
定
研
究
〕

国
際
仏
教
研
究

研 

究 

課 

題 
 

諸
外
国
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
動
向
の
把
握
と
資
料
の

収
集
・
整
理
・
公
開

研　

究　

員 

井
上　

尚
実
（
研
究
代
表
者
・
准
教
授
・
真
宗
学
）

 

織
田　

顕
祐
（
教
授
・
仏
教
学
）

 

藤
枝　
　

真
（
准
教
授
・
宗
教
学
・
哲
学
）

 

松
浦　

典
弘
（
准
教
授
・
東
洋
史
学
）

 

箕
浦　

暁
雄
（
准
教
授
・
仏
教
学
）

 

新
田　

智
通
（
講
師
・
仏
教
学
）

嘱
託
研
究
員 

M
ichael Pye

（
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
名
誉
教
授
）

 
M

ark L. Blum

（ 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー

校
教
授
）

 
Paul W

att

（
早
稲
田
大
学
留
学
セ
ン
タ
ー
教
授
）

 

阿
満　

道
尋
（ 

ア
ラ
ス
カ
州
立
大
学
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
校

准
教
授
）
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羽
田　

信
生
（
毎
田
周
一
セ
ン
タ
ー
所
長
）

 
M

ichael J. Conw
ay

（
本
学
非
常
勤
講
師
）

 

松
下　

俊
英
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
究
員
）

 

大
西　

和
彦
（ 

本
学
客
員
研
究
員
・
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
宗
教
研
究
院
客
員
研
究
員
）

研
究
補
助
員（
Ｒ
Ａ
） 

尾
﨑　

俊
文
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

　
　
　
　
　
（
Ｒ
Ａ
） 

林　
　
　

研
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

　
　
　
　
　
（
Ｒ
Ａ
） 
光
川　

眞
翔
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

西
蔵
文
献
研
究

研 

究 

課 

題 
 

チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
及
び
パ
ー
リ
語
貝
葉
写
本
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化

研　

究　

員 

福
田　

洋
一
（
研
究
代
表
者
・
教
授
・
仏
教
学
）

 

松
川　
　

節
（
教
授
・
モ
ン
ゴ
ル
学
）

 

三
宅
伸
一
郎
（
准
教
授
・
チ
ベ
ッ
ト
学
）

嘱
託
研
究
員 

武
田　

和
哉
（ 

准
教
授
・
歴
史
学
・
考
古
学
・
人
文
情

報
学
）

 

白
館　

戒
雲
（
本
学
名
誉
教
授
）

 
Gantuya. M

（
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
社
会
科
学
部
教
授
）

 

清
水　

洋
平
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
究
員
）

 

髙
本　

康
子
（ 

北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
学

術
研
究
員
）

 

西
沢　

史
仁
（ 

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

研
究
員
）

 

石
田　

尚
敬
（ 

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

特
任
研
究
員
）

 

伴　

真
一
朗
（
博
士
後
期
課
程
修
了
）

研
究
補
助
員（
Ｒ
Ａ
） 

稲
葉　

維
摩
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

　
　
　
　
　
（
Ｒ
Ａ
） K

im
 K

eonjoon

（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

〔
資
料
室
〕

大
谷
大
学
史
資
料
室

整 

理 

課 

題 

大
学
史
関
係
資
料
の
収
集
・
整
理

資 

料 

室 

長 

藤
田　

義
孝
（
研
究
所
主
事
・
准
教
授
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
）

嘱
託
研
究
員 

戸
次　

顕
彰
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

研
究
補
助
員（
Ｒ
Ａ
） 

松
岡　

智
美
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

東
本
願
寺
海
外
布
教
資
料
室

整 

理 

課 

題 
 

大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
「
東
本
願
寺
旧
蔵
資
料
」
海
外

布
教
関
係
部
分
の
整
理

資 

料 

室 

長 

桂
華　

淳
祥
（
教
授
・
東
洋
史
学
）

研
究
補
助
員（
Ｒ
Ａ
） 

濱
野　

亮
介
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
室

整 

理 

課 

題 
 

大
谷
大
学
所
蔵
貴
重
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ

の
構
築

資 
料 
室 
長 

藤
田　

義
孝
（
研
究
所
主
事
・
准
教
授
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
）
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〔
一
般
研
究/

共
同
研
究
〕

研 
究 

課 

題 
 

新
出
土
仏
教
遺
跡
と
文
献
史
料
の
統
合
に
よ
る
₁₃
〜
₁₇

世
紀
北
ア
ジ
ア
史
の
再
構
築

研　

究　

員 

松
川　
　

節
（
研
究
代
表
者
・
教
授
・
モ
ン
ゴ
ル
学
）

 
三
宅
伸
一
郎
（
准
教
授
・
チ
ベ
ッ
ト
学
）

協
同
研
究
員 
清
水
奈
都
紀
（
奈
良
大
学
非
常
勤
講
師
）

研
究
協
力
員
（
支
援
）　

伴　

真
一
朗
（
博
士
後
期
課
程
修
了
）

研 

究 

課 

題 
 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
技
術
に
よ
る
契
丹
国
の
歴
史
考

古
言
語
資
料
の
復
原
的
研
究
と
集
成

研　

究　

員 

武
田　

和
哉
（ 

研
究
代
表
者
・
准
教
授
・
歴
史
学
・
考

古
学
・
人
文
情
報
学
）

 

松
川　
　

節
（
教
授
・
モ
ン
ゴ
ル
学
）

協
同
研
究
員 

町
田　

吉
隆
（
神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
）

 

等
々
力
政
彦
（ 

北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
共

同
研
究
員
）

 

高
橋　

学
而
（
福
岡
文
化
学
園
博
多
女
子
高
等
学
校
教
諭
）

 

藤
原　

崇
人
（ 

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
非
常
勤
研

究
員
）

 

武
内　

康
則
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
）

研 

究 

課 

題 
 

日
本
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
初
期
受
容—

フ
ェ
ノ
ロ
サ

の
東
大
時
代
未
公
開
講
義
録
の
翻
刻
・
翻
訳—

研　

究　

員 

村
山　

保
史
（ 

研
究
代
表
者
・
准
教
授
・
西
洋
哲
学
・

日
本
哲
学
）

 

朴　
　

一
功
（
教
授
・
西
洋
古
代
哲
学
）

 

渡
辺　

啓
真
（
教
授
・
倫
理
学
）

協
同
研
究
員 

池
上　

哲
司
（
教
授
・
倫
理
学
）

 

藤
田　

正
勝
（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
）

 

竹
花　

洋
佑
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
究
員
）

 

西
尾　

浩
二
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
究
員
）

 
M

ichael J. Conw
ay

（
本
学
非
常
勤
講
師
）

研 

究 

課 

題 
 

ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
の
俱
舎
論
注
釈
書
『
真
実
義
』
梵
文

写
本
第
一
章
の
研
究

研　

究　

員 

小
谷
信
千
代
（ 

研
究
代
表
者
・
本
学
名
誉
教
授
・
特
別

研
究
員
）

協
同
研
究
員 

秋
本　
　

勝
（
京
都
女
子
大
学
教
授
）

 

福
田　
　

琢
（
同
朋
大
学
教
授
）

 

本
庄　

良
文
（
佛
教
大
学
教
授
）

 

松
田　

和
信
（
佛
教
大
学
教
授
）

 

箕
浦　

暁
雄
（
准
教
授
・
仏
教
学
）

 

上
野　

牧
生
（
短
期
大
学
部
助
教
・
仏
教
学
）

 

加
納　

和
雄
（
高
野
山
大
学
助
教
）

 

松
下　

俊
英
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
究
員
）

研 
究 
課 
題 

 

自
主
的
主
体
的
に
学
習
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
教
育
実

践
の
実
証
的
研
究
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研　

究　

員 

関
口　

敏
美
（
研
究
代
表
者
・
教
授
・
教
育
学
・
教
育
史
）

 

望
月　

謙
二
（
教
授
・
国
語
科
教
育
学
）

 

市
川　

郁
子
（
准
教
授
・
教
育
学
・
音
楽
科
教
育
）

 

山
内　

清
郎
（
准
教
授
・
教
育
人
間
学
・
臨
床
教
育
学
）

協
同
研
究
員 

岩
渕　

信
明
（
特
別
任
用
教
授
・
社
会
科
教
育
）

 
髙
山　

芳
治
（
特
別
任
用
教
授
・
社
会
科
教
育
学
）

 
大
野　
　

僚
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

研 

究 

課 

題 
 

学
際
的
利
用
を
可
能
と
す
る
マ
ル
チ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
対
応
型
系
図
表
示
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
研
究

研　

究　

員 

柴
田
み
ゆ
き
（
研
究
代
表
者
・
准
教
授
・
情
報
処
理
学
）

 

宮
下　

晴
輝
（
教
授
・
仏
教
学
・
人
文
情
報
学
）

 

酒
井　

恵
光
（
講
師
・
計
算
機
科
学
）

協
同
研
究
員 

松
浦　
　

亨
（
北
海
道
大
学
病
院
准
教
授
）

 

杉
山　

正
治
（
立
命
館
大
学
情
報
理
工
学
部
助
教
）

 

生
田　

敦
司
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

 

横
澤　

大
典
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

 

清
水　

利
明
（ 

一
般
財
団
法
人
比
較
法
研
究
セ
ン
タ
ー

特
別
研
究
員
）

 

平
塚　
　

聡
（
立
命
館
大
学
研
修
生
）

 

齋
藤　
　

晋
（
国
土
利
用
再
編
研
究
所
副
理
事
長
）

研 

究 

課 

題 

₈₀
年
代
後
の
北
京
語
に
関
す
る
調
査
研
究

研　

究　

員 

渡
部　
　

洋
（ 

研
究
代
表
者
・
准
教
授
・
中
国
語
・
近

世
の
中
国
語
文
法
）

 

柴
田
み
ゆ
き
（
准
教
授
・
情
報
処
理
学
）

協
同
研
究
員 

清
水
由
香
里
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

 

早
川　

智
美
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

〔
一
般
研
究
／
個
人
研
究
〕

研 

究 

課 

題 

民
族
文
化
祭
の
総
合
的
研
究

研　

究　

員 

飯
田　

剛
史
（
教
授
・
社
会
学
）

研 

究 

課 

題 
 

変
動
期
の
社
会
に
お
け
る
法
秩
序
の
再
構
築—

南
ア
フ

リ
カ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
比
較
社
会
学
的
研
究

研　

究　

員 

阿
部　

利
洋
（
准
教
授
・
社
会
学
）

研 

究 

課 

題 

プ
ラ
ト
ン
の
中
期
イ
デ
ア
論
の
生
成

研　

究　

員 

西
尾　

浩
二
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
究
員
）

研 

究 

課 

題 
 

日
本
で
発
見
さ
れ
た
オ
リ
ヤ
ー
語
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ

タ
』「
津
島
貝
葉
」
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
作
成

研　

究　

員 

ダ
シ
ュ 

シ
ョ
バ 

ラ
ニ
（
講
師
・
イ
ン
ド
学
・
仏
教
学
）

研 

究 

課 

題 
 

保
育
者
の
悩
み
・
学
習
ニ
ー
ズ
の
変
容
と
同
僚
性
を
基

礎
と
し
た
研
修
に
関
す
る
実
証
的
研
究

研　

究　

員 

黒
澤　

祐
介
（
任
期
制
助
教
・
特
別
研
究
員
）
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研 

究 

課 

題 
 「

民
族
学
校
」
の
日
韓
比
較
研
究—

日
本
の
「
朝
鮮
学

校
」
と
韓
国
の
「
華
僑
学
校
」
を
中
心
に—

研　

究　

員 

宋　
　

基
燦
（
任
期
制
助
教
・
特
別
研
究
員
）

研 

究 

課 
題 

 
触
法
知
的
障
害
者
の
更
生
と
地
域
生
活
定
着
を
促
進
す

る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
評
価

研　

究　

員 
脇
中　
　

洋
（
教
授
・
発
達
心
理
学
・
法
心
理
学
）

研 

究 

課 

題 
 

バ
ガ
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
・
ア
ー
ラ
ー
ダ
ナ
ー
の
新
校
訂
本
作

成
と
全
訳
に
よ
る
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
断
食
死
研
究

研　

究　

員 

河
﨑　
　

豊
（
任
期
制
助
教
・
特
別
研
究
員
）

研 

究 

課 

題 
 

タ
イ
国
を
中
心
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
撰
述
仏
教
説
話
写

本
の
研
究

研　

究　

員 

清
水　

洋
平
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
究
員
）

研 

究 

課 

題 

後
期
田
辺
哲
学
に
お
け
る
象
徴
概
念
の
研
究

研　

究　

員 

竹
花　

洋
佑
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
究
員
）

研 

究 

課 

題 
 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
け
る
「
人
権
」
概
念
と
セ
ク

シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
包
摂

研　

究　

員 

赤
枝
香
奈
子
（
任
期
制
講
師
・
社
会
学
）

研 

究 

課 

題 

共
感
覚
の
進
化
的
基
盤
を
探
る

研　

究　

員 

高
橋　
　

真
（
任
期
制
講
師
・
比
較
認
知
科
学
）

研 

究 

課 

題 

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
般
若
学
の
研
究

研　

究　

員 

白
館　

戒
雲
（
本
学
名
誉
教
授
・
特
別
研
究
員
）

研 

究 

課 

題 
 『

中
辺
分
別
論
』
の
未
解
読
チ
ベ
ッ
ト
語
註
釈
写
本
の

研
究

研　

究　

員 

松
下　

俊
英
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
究
員
）

研 

究 

課 

題 

デ
ィ
ケ
ン
ズ
と
絵
画

研　

究　

員 

木
島
菜
菜
子
（
任
期
制
助
教
・
特
別
研
究
員
）

研 

究 

課 

題 

「
宗
教
間
体
験
の
現
象
学
」構
築
の
た
め
の
基
礎
的
研
究

研　

究　

員 

古
荘　

匡
義
（
任
期
制
助
教
・
特
別
研
究
員
）

研 

究 

課 

題 
 

日
本
泳
法　

神
統
流
の
伝
承
と
史
的
実
相
に
関
す
る
調

査
研
究

研　

究　

員 

中
森　

一
郎
（
教
授
・
体
育
学
）

研 

究 

課 

題 

摂
食
抑
制
及
び
食
べ
過
ぎ
に
関
す
る
認
知
的
研
究

研　

究　

員 

田
中
久
美
子
（
准
教
授
・
社
会
心
理
学
・
教
育
心
理
学
）

研 
究 
課 
題 

 

戦
後
沖
縄
芸
術
思
想
史
論—

彫
刻
家
・
金
城
実
の
親
鸞

思
想
に
関
す
る
領
域
横
断
的
研
究—
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研　

究　

員 

福
島　

栄
寿
（ 

准
教
授
・
近
代
日
本
仏
教
史
・
近
代
日

本
思
想
史
）

三　

指
定
研
究
の
動
向

「
建
学
の
精
神
」
教
育
推
進
研
究

　

本
研
究
で
は
、「
建
学
の
精
神
」
の
具
現
化
を
課
題
と
し
、
以
下
三
つ

の
視
点
か
ら
研
究
を
推
進
し
て
き
た
。

①
「
建
学
の
精
神
」
の
現
代
的
表
現
化

②
「
人
間
学
Ⅰ
」
の
共
通
資
料
集
の
作
成

③
「
建
学
の
精
神
」
を
活
か
し
た
学
科
教
育
の
在
り
方

　
「
建
学
の
精
神
」
と
は
、
直
接
に
は
大
谷
大
学
初
代
学
長
清
沢
満
之

に
よ
る
「
開
校
の
辞
」（
明
治
三
四
年
、
移
転
開
校
式
）
と
第
三
代
学
長

佐
々
木
月
樵
に
よ
る
「
大
谷
大
学
樹
立
の
精
神
」（
大
正
一
四
年
入
学
者

宣
誓
式
訓
辞
）
を
指
す
。
研
究
の
視
点
①
で
は
、
本
学
が
今
日
ま
で
教

育
の
根
幹
に
据
え
て
き
た
両
学
長
の
訓
辞
の
意
義
を
再
確
認
し
、
こ
れ

を
現
代
的
形
で
表
現
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
視
点
②
で
は
、

本
学
の
「
建
学
の
精
神
」
に
基
づ
く
教
育
を
最
も
体
現
す
る
科
目
で
あ

る
「
人
間
学
Ⅰ
（
文
学
部
）」
あ
る
い
は
「
仏
教
と
人
間
Ⅰ
（
短
期
大
学

部
）」
に
関
し
て
、
教
育
の
基
礎
と
な
る
共
通
資
料
の
作
成
に
向
け
た

検
討
が
期
待
さ
れ
た
。
当
初
は
「
人
間
学
」
に
お
け
る
仏
教
教
育
全
般

に
わ
た
る
共
通
資
料
の
作
成
が
目
指
さ
れ
た
が
、
焦
点
を
絞
り
、「
建

学
の
精
神
」
に
特
化
し
た
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
、

上
記
①
の
研
究
内
容
を
踏
ま
え
、
学
生
の
み
な
ら
ず
、
教
職
員
が
共
通

に
「
建
学
の
理
念
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
基
本
テ
キ
ス
ト
の

作
成
を
行
っ
た
。
視
点
③
に
つ
い
て
は
未
着
手
で
あ
る
。

　

本
年
度
は
、
主
に
視
点
②
に
お
け
る
「
建
学
の
精
神
」
基
本
テ
キ
ス

ト
の
作
成
に
向
け
た
検
討
と
編
集
作
業
を
重
ね
、
年
度
末
の
刊
行
を
実

現
し
た
。
二
〇
一
四
年
度
は
、
実
験
的
に
数
ク
ラ
ス
で
テ
キ
ス
ト
を
使

用
し
、
修
正
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
も
の
を
二
〇
一
五
年
度
以
降
、

全
学
的
に
使
用
す
る
。

【
テ
キ
ス
ト
の
狙
い
と
構
成
】

﹇
狙
い
﹈

① 

大
谷
大
学
の
学
生
な
ら
び
に
教
職
員
間
で
、「
建
学
の
精
神
」
に
つ

い
て
の
理
解
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

② 

大
谷
大
学
に
お
け
る
「
学
び
」
に
対
し
て
各
人
が
共
通
の
目
的
意
識

を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
主
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
礎
と
す
る
。

　

清
沢
満
之
の
「
真
宗
大
学
開
校
の
辞
」
と
佐
々
木
月
樵
「
大
谷
大
学

樹
立
の
精
神
」
が
、
大
谷
大
学
の
「
建
学
の
精
神
」
を
最
も
よ
く
表
現

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
両
訓
示
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
記
の
目
的
を
果
た
し
て
い
く
。
新
入
生
お
よ

び
新
任
教
職
員
学
習
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て
作
成
す
る
が
、
作
成
初
年
度

に
つ
い
て
は
全
学
で
共
有
で
き
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

新
入
生
に
つ
い
て
は
、「
人
間
学
Ⅰ
」
及
び
「
仏
教
と
人
間
Ⅰ
」
の
授
業

で
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
九
〇
分
二
コ
マ
分
の
分
量
を
想
定
し
て
作
成

し
た
。
単
な
る
大
学
史
の
紹
介
や
学
習
で
は
な
く
、
歴
史
を
通
し
て
先

人
が
求
め
て
き
た
「
精
神
」
開
発
の
内
容
に
つ
い
て
、
考
え
て
も
ら
う
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機
会
と
す
る
。

﹇
構
成
﹈

は
じ
め
に
／
大
谷
大
学
の
あ
ゆ
み
／
「
建
学
の
精
神
」
を
学
ぶ
に
あ
た

っ
て
／
真
宗
大
学
開
校
の
辞
（
原
文
・
語
注
・
解
説
）
／
大
谷
大
学
樹

立
の
精
神
（
原
文
・
語
注
・
解
説
）
／
真
宗
大
学
開
校
の
辞
（
英
訳
・

現
代
語
訳
）
／
大
谷
大
学
樹
立
の
精
神
（
英
訳
・
現
代
語
訳
）
／
略
歴

（
清
沢
満
之
・
佐
々
木
月
樵
）
／
年
表
（
総
頁
数
三
一
頁
）

国
際
仏
教
研
究

　

本
研
究
は
、
諸
外
国
に
お
け
る
仏
教
を
中
心
と
し
た
宗
教
研
究
の
動

向
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
対
し
て
本
学
の
真
宗
・
仏
教

研
究
を
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
年
度
も
英
米
班
、
ド

イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
班
、
東
ア
ジ
ア
班
、
ベ
ト
ナ
ム
班
の
四
班
に
分
か
れ

て
研
究
活
動
を
進
め
て
き
た
。
各
班
の
研
究
成
果
の
概
要
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

〈
英
米
班
〉

一　

翻
訳
研
究
活
動

（
一
）
次
期
翻
訳
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画

　

二
〇
〇
一
年
に
、
そ
れ
ま
で
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
近
代
教
学
ア
ン

ソ
ロ
ジ
ー
（
清
沢
・
曽
我
・
金
子
・
安
田
）
英
訳
がＣｕˡｔｉｖａｔｉｎɡ　

Ｓｐｉｒｉ ｔｕ ａˡｉｔｙ：　Ａ
　Ｍ

ｏｄｅｒｎ　Ｓʰｉｎ　ʙｕｄｄʰｉｓｔ　Ａ
ｎｔʰｏˡｏɡｙ

と
し
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
、
引
き
続
き
短
期
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
四
年
間
取
り
組
ん
だ
佐
々
木
月
樵
「
大
谷
大
学
樹
立
の
精

神
」
の
英
訳
が
、
二
〇
一
二
年
度
末
に
研
究
所
の
『
研
究
紀
要
』
第
三

〇
号
に
掲
載
さ
れ
た
（pp. ₁‒₃₁

）。
今
年
度
は
、
次
期
翻
訳
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
に
入
り
、
中
長
期
的
に
英
訳
研
究
に
取
り
組
む
べ
き

真
宗
関
係
テ
キ
ス
ト
選
定
を
進
め
た
が
決
定
は
二
〇
一
四
年
度
に
持
ち

越
す
こ
と
に
な
っ
た
。

（
二
）『
浄
土
の
真
宗
』『
宗
門
の
歩
み
』
英
訳
出
版
へ
の
協
力

　

阿
満
道
尋
嘱
託
研
究
員
（
ア
ラ
ス
カ
大
学
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
校
）
を
中

心
に
、
真
宗
大
谷
派
北
米
開
教
区
真
宗
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
版
予
定
の
教

師
課
程
教
科
書
『
浄
土
の
真
宗
』『
宗
門
の
歩
み
』
の
英
訳
に
つ
い
て
、

翻
訳
チ
ェ
ッ
ク
と
編
集
校
正
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
、
初
年
度
は
六

月
二
七
日
と
七
月
五
日
に
研
究
会
を
開
き
、
現
状
と
出
版
ま
で
の
作
業

に
つ
い
て
確
認
し
て
計
画
を
立
て
て
作
業
に
入
っ
た
。

二　

国
際
学
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
関
係

（
一
）
第
一
六
回
国
際
真
宗
学
会
（IA

SBS

）
大
会

　

五
月
三
一
日
か
ら
六
月
二
日
の
三
日
間
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー

市
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
開
催
さ
れ
た
学
会
大
会

に
参
加
し
、
英
米
班
を
中
心
に
企
画
し
た
大
谷
大
学
・
龍
谷
大
学
合
同

パ
ネ
ル
で“O

riginal Features in Shinranʼs Pure Land T
hou-

ght: Focusing on H
is Elucidation of Faith and Realization”

（
親
鸞
の
浄
土
思
想
の
特
質—

そ
の
信
と
証
の
解
明
に
注
目
し
て—

）

と
い
う
テ
ー
マ
の
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
。
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ

嘱
託
研
究
員
（
司
会
）、
嵩
満
也
教
授
（
龍
谷
大
学
）、
木
越
康
教
授
（
特
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別
招
聘
者
）、
那
須
英
勝
教
授
（
龍
谷
大
学
）、
井
上
尚
実
研
究
員
、
ゲ

イ
レ
ン
・
ア
ム
シ
ュ
タ
ッ
ツ
博
士
（
特
別
招
聘
者
、
応
答
者
）
の
七
名

で
構
成
さ
れ
た
パ
ネ
ル
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
研
究
所
報
』
第
六
三
号

に
掲
載
さ
れ
た
木
越
教
授
に
よ
る
学
会
参
加
報
告
を
参
照
。
パ
ネ
ル
論

文
は
ま
と
め
て
学
会
誌Ｔ

ʰｅ　Ｐｕｒｅ　ʟａｎｄ

に
投
稿
す
る
方
向
で
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　

な
お
、
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
嘱
託
研
究
員
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ

ー
ク
レ
ー
校
）、
阿
満
道
尋
嘱
託
研
究
員
（
ア
ラ
ス
カ
大
学
ア
ン
カ
レ

ッ
ジ
校
）、
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
嘱
託
研
究
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以

下
の
よ
う
な
個
人
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
。

　

M
ark L. Blum

, “Centering the M
arginal: T

he Role of 
Bessho and Sanjo in the Spread of N

enbutsu”

　

A
m

a M
ichihiro, “Buddhist Confession in M

odern Japan”

　

M
ichael Conw

ay, “A
 T

ransform
ative Expression: T

he Role 
of the N

am
e of A

m
ituo Buddha in D

aochuoʼs Soteriology”

（
二
）ELT

E

東
ア
ジ
ア
研
究
所
と
共
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

一
〇
月
二
六
日
と
二
七
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
学
術
提
携
校
エ
ト
ヴ
ェ

シ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
（Eötvös Loránd U

niversity, ELT
E

）
を

会
場
に
開
催
さ
れ
た
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
・ELT

E

東
ア
ジ
ア

研
究
所
共
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
仏
教
に
お
け
る
信
」（Faith in 

Buddhism

）
に
参
加
し
た
。
英
米
班
を
中
心
に
企
画
し
て
ロ
バ
ー

ト
・
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
教
授
、
藤
嶽
明
信
教
授
、
織
田
顕
祐
教
授
、
井
上
尚

実
研
究
員
、
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
嘱
託
研
究
員
の
五
名
が
以
下
の

研
究
発
表
を
行
な
っ
た
。

　

織
田
顕
祐
「『
大
乗
起
信
論
』
に
お
け
る
「
信
」
の
概
念
」

　

藤
嶽
明
信
「
親
鸞
が
明
ら
か
に
し
た
信
心—

如
来
回
向
の
信
心—

」

　

Robert 
F. Rhodes, 

“Faith 
and 

Practice 
in 

Genshinʼs 
Ō

jōyōshū”

　

T
akam

i Inoue, “Genealogy of O
ther-Pow

er Faith: From
 

Śākyam
uni to Shinran”

　

M
ichael Conw

ay, “D
harm

ākara as the Subject, N
ot O

bject, 
of Faith: T

he Reinterpretation of A
m

idaʼs Causal Phase in 
M

odern Shin T
hought

　

公
募
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
博
士
課
程
学
生
二
名
も
七
月
二
日
、
八
月

一
日
、
九
月
三
〇
日
に
開
か
れ
た
事
前
研
究
会
か
ら
参
加
し
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
同
行
し
てELT

E

の
研
究
者
や
博
士
課
程
学
生
と
学
術
交

流
を
行
な
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
表
論
文
はELT

E

東
ア
ジ
ア

研
究
所
発
行
のʙｕｄａｐｅｓｔ　Ｍ

ｏｎｏɡｒａｐʰｓ　ｉｎ　Ｅ
ａｓｔ　Ａ

ｓｉａｎ　Ｓｔｕｄｉｅｓ

の
一
冊
と
し
て
二
〇
一
四
年
度
中
に
出
版
さ
れ
る
。

（
三
）
二
〇
一
四
年
度
の
海
外
学
会
へ
の
発
表
申
し
込
み
等

①　

第
一
七
回 

国
際
仏
教
学
会
（IA

BS

）
大
会
（
二
〇
一
四
年
八
月

一
八
日
〜
二
三
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
）
に
井
上
尚
実

研
究
員
、
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
嘱
託
研
究
員
が
発
表
申
し
込
み
を

行
い
、
認
め
ら
れ
た
。

②　

第
一
四
回 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
（EA

JS

）
国
際
会
議

（
八
月
二
七
日
〜
三
〇
日
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
大
学
）
の
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宗
教
部
会
に
大
谷
大
学
パ
ネ
ル“Im

ages of Shinran in T
w

entieth 
Century Japan: Perspectives from

 Inside and O
utside the 

Shin D
enom

ination”

（
₂₀
世
紀
に
お
け
る
親
鸞
像
：
真
宗
教
団
の
内

側
と
外
側
か
ら
の
視
座
）（
阿
満
道
尋
嘱
託
研
究
員
、
井
上
尚
実
研
究
員
、

マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
嘱
託
研
究
員
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
教

授
）
と
し
て
発
表
申
し
込
み
を
行
い
、
認
め
ら
れ
た
。

③　

第
一
五
回 
国
際
真
宗
学
欧
州
支
部
大
会
（
九
月
一
日
〜
四
日
、

イ
ギ
リ
ス
、
サ
ウ
ザ
ン
プ
ト
ン
大
学
）

三
月
三
一
日
の
発
表
申
し
込
み
締
め
切
り
ま
で
に
、
班
内
で
検
討
し
て

申
し
込
む
予
定
。

④　

そ
の
他
：
二
〇
一
五
年
夏
に
開
催
予
定
の
第
一
七
回
国
際
真
宗
学

会
（IA

SBS

）
大
会
（
八
月
上
旬
、
バ
ー
ク
レ
ー
市
）
と
第
二
一
回
国

際
宗
教
学
宗
教
史
会
議
（IA

H
R

）
世
界
大
会
（
八
月
二
三
日
〜
二
九

日
、
ド
イ
ツ
、
エ
ル
フ
ル
ト
大
学
）
に
つ
い
て
も
、
パ
ネ
ル
発
表
を
視

野
に
入
れ
て
大
ま
か
な
検
討
を
始
め
た
。

（
四
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
準
備

　

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
英
訳Ｃｕˡｔｉｖａｔｉｎɡ　Ｓｐｉｒｉｔｕａˡｉｔｙ：　Ａ

　Ｍ
ｏｄｅｒｎ　Ｓʰｉｎ　

ʙｕｄｄʰｉｓｔ　Ａ
ｎｔʰｏˡｏɡｙ

の
出
版
を
記
念
し
た
近
代
教
学
を
テ
ー
マ
と
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
大
谷
大
学
で
開
催
す
る
計
画
を
進
め
た
。
編
集
を

担
当
し
た
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
教
授
（
嘱
託
研
究
員
）、
ロ
バ
ー
ト
・

Ｆ
・
ロ
ー
ズ
教
授
に
加
え
て
オ
バ
ー
リ
ン
大
学
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ド
ビ

ン
ズ
教
授
ら
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
開
催
時
期
に
つ
い
て
は
二
〇

一
五
年
度
の
前
期
、
六
月
二
七
日
と
二
八
日
の
両
日
と
す
る
方
向
で
、

主
た
る
招
待
予
定
者
に
参
加
打
診
を
始
め
た
。
開
催
一
年
前
の
二
〇
一

四
年
六
月
末
を
目
処
に
開
催
計
画
を
発
表
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め

て
い
く
。

三　

公
開
講
演
会
の
開
催

　

今
年
度
は
以
下
の
よ
う
な
二
回
（
三
人
の
研
究
者
）
の
公
開
講
演
会

を
開
催
し
た
。

（
一
）二
〇
一
三
年
七
月
一
日　

午
後
四
時
二
〇
分
〜
午
後
五
時
五
〇
分

　

講
演
： 

阿
満
道
尋
氏
（
ア
ラ
ス
カ
州
立
大
学
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
校
准
教

授
）

　
　
　
　
「
真
宗
大
谷
派
お
け
る
北
米
開
教
の
現
状
に
つ
い
て
」

　

会
場
：
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室
（
響
流
館
三
階
）

（
二
）
二
〇
一
四
年
一
月
二
〇
日　

午
後
四
時
二
〇
分
〜
午
後
六
時　

テ
ー
マ
「
日
本
仏
教
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

　

講
演
： Jam

es M
ark Shields

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ー
ク
・
シ
ー
ル

ズ
氏
（
バ
ッ
ク
ネ
ル
大
学
准
教
授
）

　
　
　
　

  “W
arp 

and 
W

oof: 
M

eiji 
N

ew
 

Buddhism
 

as 
a 

Response to Globalization”
　
　
　
　

  （
経
と
緯
：
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
と
し
て
の
明
治
新
仏

教
）

　

講
演
： U

go D
essì

ウ
ー
ゴ
・
デ
ッ
ス
ィ
ー
氏　
（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

大
学
宗
教
研
究
所
講
師
）
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  “Japanese Buddhism
 and Globalization: A

 M
ulti-

dim
ensional A

pproach”
　
　
　
　

  （
日
本
仏
教
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
：
多
面
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
）

　

会
場
：
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室
（
響
流
館
三
階
）

〈
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
班
〉

一　

学
会
参
加
・
研
究
発
表

◇
第
二
三
回
世
界
哲
学
会
議
参
加
報
告

　

二
〇
一
三
年
八
月
四
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
、
ギ
リ
シ
ア
の
ア
テ
ネ
大

学
に
お
い
て
、
第
二
三
回
世
界
哲
学
会
議
（X
X

III W
orld Congress 

of Philosophy

）
が
開
催
さ
れ
た
。
当
会
議
は
、
哲
学
・
思
想
関
連
の

研
究
発
表
を
募
っ
て
五
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
は
そ

の
開
催
に
あ
た
っ
て
「
探
求
と
生
き
方
と
し
て
の
哲
学
（Philosophy 

as Inquiry and W
ay of Life

）」
と
い
う
大
会
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
。

ま
た
、
今
回
は
西
洋
哲
学
の
発
祥
の
地
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
で
の
開
催
と

あ
っ
て
、
世
界
中
か
ら
三
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
参
加
者
を
集
め
た
。

　

国
際
仏
教
研
究
班
か
ら
は
、
藤
枝
真
研
究
員
（
本
学
准
教
授
）
と

M
ichael J. Conw

ay

嘱
託
研
究
員
（
本
学
非
常
勤
講
師
）
が
参
加
し
、

研
究
発
表
を
し
た
。
大
会
初
日
の
四
日
か
ら
講
演
会
や
口
頭
発
表
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ロ
シ
ア
のBoris Y

udin

を
司
会
者
と

す
る
「
生
命
倫
理
（Bioethics

）」
の
部
会
で
は
藤
枝
真
研
究
員
が

“Betw
een the secular and the religious: Japanese Buddhism

 

in the public discourse on the issues of organ transplant”

（
世
俗
と
宗
教
の
は
ざ
ま
で
：
臓
器
移
植
に
関
す
る
公
的
議
論
に
お
け

る
日
本
仏
教
）
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
ま
た
、
六
日
に
は
末
木
文

美
士
を
司
会
と
す
る
「
仏
教
哲
学
（Buddhist philosophy

）」
の
部

会
が
開
か
れ
、
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
嘱
託
研
究
員
が“T

he role 
of the doctrine of m

ofa in D
aochuoʼs thought”

（
道
綽
に
お
け

るm
ofa

教
説
の
意
義
）
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
ま
た
こ
の
日
に

は
、
Ｊ
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
を
迎
え
た
記
念
講
演
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
生
誕

二
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
関
す
る
発
表
（
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
大
学
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
ら
に
よ
る
）
が
あ

っ
た
。

　

九
日
に
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
生
誕
二
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
午
前
に

一
つ
、
午
後
に
二
つ
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
が
開
か
れ
、
多
く
の
発
表

者
・
聴
講
者
が
集
ま
っ
た
。
全
体
の
テ
ー
マ
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
ギ

リ
シ
ア
哲
学
・
宗
教
・
文
化
と
の
関
係
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

様
々
な
研
究
上
の
関
心
か
ら
、
北
欧
の
思
想
と
南
欧
の
思
想
が
横
断
的

に
考
察
さ
れ
た
。
午
前
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル“K

ierkegaardʼs 
Relation to Greek philosophy, religion and culture”

で
は

A
brahim

 K
han

（
カ
ナ
ダ
）
が
司
会
者
を
務
め
、
藤
枝
真
研
究
員
が

“Philosophy in the city: A
 socio-political reading of the 

K
ierkegaardian notion of the public”

（
市
中
の
哲
学
：
キ
ル
ケ

ゴ
ー
ル
の“public”

の
概
念
に
関
す
る
社
会
・
政
治
的
読
解
）
と
題
す

る
発
表
を
行
っ
た
。
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二　

研
究
者
と
の
交
流
・
調
査

　

上
記
の
大
会
の
後
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
宗
教
学
・
仏
教
学
研
究
者
と

交
流
し
、
ま
た
デ
ン
マ
ー
ク
王
立
図
書
館
で
の
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

今
回
お
話
し
し
た
エ
ス
ベ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ア
セ
ン
（Esben 

A
ndreasen

）
氏
は
、
仏
教
研
究
・
翻
訳
や
、
日
本
・
中
国
の
宗
教
研

究
を
デ
ン
マ
ー
ク
語
や
英
語
で
多
数
出
版
し
て
い
る
。
真
宗
総
合
研
究

所
に
客
員
研
究
員
と
し
て
滞
在
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
研
究
者
で
あ
る
。

三　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
論
文
化
と
刊
行
準
備

　

二
〇
一
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
宗
教
」
で
口
頭
発
表
し
た
原
稿
を
加
筆
修
正
し
、
論

文
化
（
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
）
し
た
も
の
を
同
研
究
院
の
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
ポ
ル
テ
ィ
エ
教
授
に
送
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
刊
行
の
準
備
が
進
ん

で
い
る
。
二
〇
一
四
年
度
に
フ
ラ
ン
ス
の
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
て
い
る
。

ロ
バ
ー
ト
・ 

Ｆ
・
ロ
ー
ズ　

“T
he B uddhist-State Relationship in 

Japan: Som
e O

bservations on the T
hought of 

Saichō and K
ūkai, T

w
o Early M

edieval M
onks of 

the N
inth Century

（
日
本
に
お
け
る
仏
教
と
国
家—

最

澄
と
空
海
の
思
想
に
つ
い
て
の
一
考
察
）

村
山
保
史　

  “State 
and 

Religion 
in 

the 
T

hought 
of 

D
. T

.  
Suzuki”

（
鈴
木
大
拙
の
思
想
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
）

藤
枝　

真　

  “K
eeping 

U
p 

the 
Grand 

N
arrative: 

N
ational 

Identity 
and 

State 
Shintoism

 
in 

the 
Public 

Sphere”

（「
大
き
な
物
語
」
を
保
ち
続
け
る
こ
と
：
公
共

領
域
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
国

家
神
道
）

番
場
寛　
　

  “Essai sur le discours religieux dans le Japon 
con tem

 po rain ‒ A
utour des différents nom

s de 
Shinran et du N

am
uam

idabutsu”

（
宗
教
の
〈
デ
ィ

ス
ク
ー
ル
〉
へ
の
試
論—

親
鸞
と
南
無
阿
弥
陀
仏
の
異
名

を
め
ぐ
っ
て
）

〈
東
ア
ジ
ア
班
〉

一　

中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
と
の
共
同
研
究

　

中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
と
は
二
〇
一
〇
年
に
学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
、
共
同
研
究
「
中
国
華
北
・
東
北
・
東
部
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の

宗
教
と
文
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
活
動
を
推
進
し
て
き
た
。
本
年

度
は
四
年
目
に
当
た
り
、
先
方
か
ら
二
名
が
本
研
究
所
を
招
聘
、
本
研

究
所
か
ら
二
名
を
先
方
へ
派
遣
し
、
共
同
研
究
を
行
い
、
学
術
交
流
を

深
め
た
。
ま
た
、
今
後
の
交
流
に
関
す
る
協
議
も
行
っ
た
。

（
一
）
二
〇
一
三
年
一
二
月
三
日
〜
九
日
、
王
震
中
研
究
員
・
関
樹
東

副
研
究
員
の
二
名
を
招
聘
し
、
本
学
に
て
研
究
活
動
を
行
い
、
公
開
研

究
会
を
開
催
し
た
。

　

日
時
：
二
〇
一
三
年
一
二
月
六
日　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時
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講
演
： 

王
震
中
氏
「
中
国
の
国
家
の
起
源
と
発
展
に
つ
い
て
の
研
究

の
最
新
進
展
」

　
　
　
　

関
樹
東
氏
「
耶
律
和
鲁
斡
、
耶
律
淳
父
子
と
遼
東
の
政
治
」

　

会
場
：
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室
（
響
流
館
三
階
）

（
二
）
二
〇
一
四
年
三
月
三
日
〜
六
日
、
福
島
重
非
常
勤
講
師
、
今
西

智
久
任
期
制
助
教
が
、
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
を
訪
問
し
、
研

究
発
表
を
行
っ
た
。

　

日
時
：
二
〇
一
四
年
三
月
四
日

　

講
演
：
福
島
重
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
　

  「
関
于
奴
児
干
永
寧
寺
的
設
置
和
意
義—

以
十
四
〜
十
五
世

紀
中
国
東
北
仏
教
史
的
究
明
為
目
標
」

　

講
演
：
今
西
智
久
（
本
学
任
期
制
助
教
）

　
　
　
　

  「
関
于
中
国
中
古
的
沙
門
観
及
沙
門
致
拝
君
親—

隋
煬
帝
期

的
礼
敬
問
題
為
主
」

二　

公
開
講
演
会
の
開
催

　

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
訪
問
研
究
員
と
し
て
滞
在
中
の
朱
玉

麒
氏
（
北
京
大
学
歴
史
学
部
及
び
中
国
古
代
史
研
究
中
心
研
究
員
）
を

講
師
と
し
て
招
聘
し
、
本
学
博
物
館
所
蔵
の
大
谷
瑩
誠
蒐
集
「
蒙
古
古

石
梵
經
硯
」
に
関
す
る
公
開
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

日
時
： 

二
〇
一
四
年
二
月
一
〇
日　

午
後
三
時
三
〇
分
〜
五
時
三
〇

分

　

場
所
：
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室
（
響
流
館
三
階
）

　
　
　
　

  

○
大
谷
大
学
博
物
館
所
蔵
「
蒙
古
古
石
梵
經
硯
」
を
巡
っ
て　

朱
玉
麒

〈
ベ
ト
ナ
ム
班
〉

二
〇
一
三
年
六
月
三
日
〜
七
日

　

共
同
研
究
の
協
定
締
結
に
先
立
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
宗
教

研
究
院
院
長
グ
ェ
ン
・
ク
ォ
ッ
ク
・
ト
ゥ
ア
ン
氏
が
同
宗
教
研
究
院
客

員
研
究
員
の
大
西
和
彦
氏
と
共
に
来
訪
し
、
学
術
交
流
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
た
。
六
月
四
日
に
は
、
午
前
一
〇
時
四
〇
分
〜
一
二
時
に
一

二
一
三
教
室
に
お
い
て
、
ト
ゥ
ア
ン
院
長
が
「
ベ
ト
ナ
ム
の
宗
教
と
仏

教
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

九
月
二
四
日
〜
二
九
日

　

同
宗
教
研
究
院
副
院
長
チ
ュ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ア
ン
氏
ら
五
名
の

社
会
科
学
院
の
研
究
員
が
大
西
和
彦
氏
と
共
に
来
訪
し
、
宗
教
研
究
院

と
真
宗
総
合
研
究
所
国
際
仏
教
研
究
ベ
ト
ナ
ム
班
と
の
共
同
研
究
に
つ

い
て
、
と
り
わ
け
『
越
日
仏
教
辞
典
』（
仮
称
）
編
纂
に
つ
い
て
議
論
し

た
。

一
二
月
二
五
日

　

真
宗
総
合
研
究
所
が
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
宗
教
研
究
院

と
の
間
に
学
術
交
流
に
関
す
る
協
定
書
を
交
わ
し
，
正
式
に
共
同
研
究

を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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二
〇
一
四
年
三
月
六
日
〜
一
〇
日

　

織
田
顕
祐
研
究
員
と
箕
浦
暁
雄
研
究
員
が
ハ
ノ
イ
の
ベ
ト
ナ
ム
社
会

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
宗
教
研
究
院
を
訪
問
。『
越
日
仏
教
辞
典
』
の
編
纂

計
画
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
辞
典
編
纂
に
先
立
つ
基
礎
作
業
と
し

て
、
ま
ず
は
日
本
語
で
読
め
る
『
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
概
説
』（
仮
称
）
と
ベ

ト
ナ
ム
語
で
読
め
る
『
日
本
仏
教
概
説
』（
仮
称
）
を
編
纂
す
る
方
向
性

が
定
ま
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
滞
在
中
に
寺
院
や
博
物
館
を
視
察
し
、

バ
ク
ザ
ン
省
ビ
ン
ギ
ェ
ム
寺
（
永
厳
寺
）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
仏
典
の

版
木
が
持
つ
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
宗
教
研
究
院
の
ト
ゥ
ア
ン
院
長
や

研
究
員
の
方
々
と
意
見
交
換
し
た
。

西
蔵
文
献
研
究

一　

チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化

　

ツ
ァ
ン
ナ
ク
パ
（
一
二
世
紀
）
が
著
し
た
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
著

『
量
決
択
』
の
注
釈
書
（
大
谷
蔵
外N

o. ₁₃₉₇₁

）
の
電
子
テ
キ
ス
ト
に

つ
い
て
校
訂
・
編
集
作
業
を
進
め
た
。
科
文
を
整
理
し
、『
量
決
択
』
の

注
釈
箇
所
や
引
用
の
典
拠
を
特
定
し
て
校
訂
テ
キ
ス
ト
に
注
記
し
た
。

ま
た
、
福
田
洋
一
（
研
究
員
）、
石
田
尚
敬
（
嘱
託
研
究
員
）
を
中
心
と

し
て
訳
注
作
成
の
た
め
の
研
究
会
を
開
催
し
た
。

　
『
サ
ン
プ
明
鏡
史
』（
大
谷
蔵
外N

o. ₁₃₉₈₁

）
に
つ
い
て
は
、
西
沢
史

仁
（
嘱
託
研
究
員
）
が
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
和
訳
を
作
成
し
、
研
究
会
を

開
催
し
て
、
そ
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
の
校
訂
本
と
和
訳
は
、

二
〇
一
四
年
度
に
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
俱
舎
論
語
義
解
明
・
善
説
の
陽
光
』（
藏
外N

o. ₁₃₉₇₂

）
の

電
子
テ
キ
ス
ト
入
力
が
完
了
し
、
本
年
度
末
にW

eb

上
に
て
公
開
す

る
。

二　

北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
写
真
撮
影
と
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
方

法
の
検
討

　

北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
写
真
撮
影
に
つ
い
て
は
、
そ
の
方
法
等

を
班
内
で
検
討
し
た
も
の
の
、
具
体
的
に
撮
影
を
す
る
に
は
様
々
な
問

題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
実
現
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

三　

パ
ー
リ
語
貝
葉
写
本
の
デ
ジ
タ
ル
化

　

大
谷
大
学
図
書
館
藏
稀
覯
写
本
『
マ
ハ
ー
ブ
ッ
ダ
グ
ナ
ン
ヴ
ァ
ー

タ
・
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
（M

ahābuddhagu
nanvāta atthakathā

）』
に

つ
い
て
は
、
清
水
洋
平
（
嘱
託
研
究
員
）
と
船
橋
智
哉
氏
に
よ
り
ク
メ

ー
ル
文
字
か
ら
ロ
ー
マ
字
へ
の
転
写
が
完
了
し
た
。
作
成
し
た
ロ
ー
マ

字
転
写
テ
キ
ス
ト
は
、『
研
究
紀
要
』
第
三
一
号
に
掲
載
さ
れ
る
。

　

大
谷
大
学
所
蔵
の
パ
ー
リ
語
貝
葉
写
本
の
来
歴
を
明
ら
か
に
す
る
可

能
性
の
あ
る
一
三
世
紀
の
ク
メ
ー
ル
文
字
パ
ー
リ
語
貝
葉
写
本
が
長
崎

県
平
戸
市
に
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
清
水
洋
平
が
二
〇
一
四
年
三

月
一
二
日
〜
三
月
一
四
日
の
日
程
で
調
査
を
行
う
。
ま
た
、
清
水
は
三

月
一
六
日
〜
三
月
二
二
日
の
日
程
で
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
ワ
ッ

ト
・
ポ
ー
寺
院
に
て
稀
覯
写
本
の
調
査
を
行
う
。

四　

寺
本
婉
雅
の
日
記
の
翻
刻

　

村
岡
家
所
蔵
・
寺
本
婉
雅
関
連
資
料
に
含
ま
れ
る
寺
本
婉
雅
の
二
種
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類
の
日
記
の
う
ち
、
刊
行
済
み
の
『
蔵
蒙
旅
日
記
』（
芙
蓉
書
房
、
一
九

七
四
年
）
で
は
記
述
の
薄
い
、
あ
る
い
は
記
述
の
な
い
一
八
九
九
年
九

月
一
日
〜
一
九
〇
〇
年
一
二
月
三
一
日
（
最
終
記
事
は
一
九
〇
〇
年
七

月
二
七
日
）
間
の
日
記
『
新
旧
年
月
事
記
』
の
翻
刻
が
終
了
し
た
。
翻

刻
は
高
本
康
子
（
嘱
託
研
究
員
）
が
担
当
し
、
難
読
箇
所
に
つ
い
て
は

三
宅
伸
一
郎
（
研
究
員
）
と
と
も
に
現
物
を
確
認
し
、
確
定
作
業
を
お

こ
な
っ
た
。
こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
翻
刻
は
、
解
題
を
付
し
て
『
研
究

紀
要
』
第
三
一
号
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
種
類
の
日
記

『
第
二
回
西
蔵
探
検
日
記
（
在
北
京
之
部
）』（
二
冊
。
一
九
〇
一
年
一
一

月
〜
一
九
〇
二
年
七
月
ま
で
の
日
記
）
に
つ
い
て
も
、
来
年
度
の
翻
刻

作
業
の
準
備
と
し
て
、
ス
キ
ャ
ン
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
を
お
こ
な
っ
た
。

五　

海
外
の
研
究
者
、
研
究
機
関
と
の
交
流

　

二
〇
一
三
年
七
月
一
日
に
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
社
会
科
学
部
と
の
間

で
締
結
さ
れ
た
学
術
交
流
協
定
に
基
づ
き
、
共
同
研
究
「
モ
ン
ゴ
ル
に

お
け
る
仏
教
の
後
期
発
展
期
（
一
三
世
紀
〜
一
七
世
紀
）
の
仏
教
寺
院

の
考
古
学
・
歴
史
学
・
宗
教
学
的
研
究
」
を
開
始
し
た
。
今
年
度
は
、

松
川
節
（
研
究
員
）、
武
田
和
哉
（
嘱
託
研
究
員
）、
三
宅
伸
一
郎
が
参

加
し
て
、
八
月
七
日
〜
八
月
一
六
日
に
、
モ
ン
ゴ
ル
国
ド
ン
ド
ゴ
ビ
県

の
ス
ム
・
フ
フ
・
ブ
ル
ド
寺
址
、
オ
ボ
ル
ハ
ン
ガ
イ
県
の
ホ
グ
ノ
・
タ

ル
ニ
ィ
ン
・
オ
ブ
ゴ
ン
寺
址
、
オ
ボ
ル
ハ
ン
ガ
イ
県
の
ハ
ル
・
バ
ル
ガ

ス
遺
蹟
、
ノ
ゴ
ー
ン
・
バ
ル
ガ
ス
遺
蹟
、
ボ
ル
ガ
ン
県
の
ハ
ル
ボ
ハ
都

城
址
の
共
同
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
松
川
は
『
研
究
所
報
』
第
六
三
号

（pp. ₅₀‒₅₃

）
に
そ
の
報
告
を
掲
載
し
た
。

　

七
月
二
一
日
〜
二
七
日
に
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
一

三
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
に
、
松
川
節
と
三
宅
伸
一
郎
が
参
加
し
た
。

松
川
は
「N

ew
 Perspective on the H

istorical Evidences and 
archeological foundings from

 M
onastery Erdene-Zuu

（
エ
ル

デ
ネ
＝
ゾ
ー
寺
院
出
土
考
古
遺
物
と
歴
史
史
料
の
統
合
に
よ
る
モ
ン
ゴ

ル
仏
教
史
構
築
へ
の
新
た
な
展
望
）」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
モ
ン
ゴ
ル

語
に
よ
る
報
告
を
、
三
宅
は
「A

 m
do m

ā yang dgon paʼi bla m
a 

dang ye shu chos lugs spel m
khan bol hel bar gyi chos 

rtsod skor

（
ア
ム
ド
・
マ
ー
ヤ
ン
寺
の
ラ
マ
と
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師

ポ
ル
ヘ
ル
と
の
宗
教
議
論
に
つ
い
て
）」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
チ
ベ
ッ

ト
語
に
よ
る
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。
本
学
会
の
参
加
報
告
は
、
三
宅
が

『
研
究
所
報
』
第
六
三
号
（pp. ₃₆‒₃₇

）
に
掲
載
し
た
。

　

七
月
二
日
〜
七
月
八
日
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
で
開
催
さ
れ
た

第
五
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
南
ア
ジ
ア
学
会
議
（₅th European A

ssoci-
ation for South East A

sian Studies Conference

）
に
清
水
洋
平

が
参
加
し
、
写
本
な
ど
の
第
一
次
資
料
の
研
究
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ

ル
（Panel ₉₅: D

igging up H
idden Sources: T

he Changing 
Roles of Libraries and A

rchives in Southeast A
sian Stu-

dies

）
に
お
い
て
、「Im

portance of Prim
ary Source M

aterials: 
W

ith a Special Reference to the Buddhist M
anuscripts of 

T
hailand

（
一
次
資
料
の
重
要
性
：
タ
イ
の
仏
教
写
本
を
中
心
と
し

て
）」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
研
究
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
海
外
で
の
調
査
研
究
・
国
際
学
会
で
の
研
究
発
表

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
以
下
の
よ
う
に
、
海
外
の
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
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者
を
招
い
て
公
開
研
究
会
を
開
催
し
た
。

（
一
）
二
〇
一
三
年
六
月
一
八
日　
「
歴
代
ア
ジ
ャ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
の

事
績
に
つ
い
て
」
講
師
：
ア
ジ
ャ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ=

ロ
プ
サ
ン
・
ト
ゥ

プ
テ
ン
・
ジ
ク
メ
ー
・
ギ
ャ
ツ
ォ
師
（A

 skya rin po che Blo 
bzang thub bstan ʻjigs m

ed rgya m
tsho

、
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ

ル
仏
教
文
化
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
／
元
ク
ン
ブ
ム
大
僧
院
僧
院

長
）﹇
講
演
内
容
に
つ
い
て
は
、
三
宅
伸
一
郎
が
『
研
究
所
報
』
第
六
三

号
（pp. ₄₇‒₄₈

）
に
お
い
て
報
告
し
た
﹈

（
二
）
二
〇
一
三
年
六
月
二
六
日　
「
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト

研
究
の
歴
史
と
現
状
」
講
師
：
Ｍ
・
ガ
ン
ト
ヤ
ー
博
士
（
モ
ン
ゴ
ル
国

立
大
学
社
会
科
学
部
宗
教
研
究
学
科
長
）﹇
松
川
節
に
よ
る
翻
訳
さ
れ

た
講
演
原
稿
が
『
研
究
紀
要
』
第
三
一
号
に
掲
載
（pp. ₂₃₇‒₂₅₀

）﹈

（
三
）
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
九
日　
「
ポ
ン
教
聖
地
の
現
状
に
つ
い

て
」
講
師
：
ツ
ル
テ
ィ
ム
・
テ
ン
ジ
ン
師
（
テ
ィ
テ
ン
・
ノ
ル
ブ
ツ
ェ

僧
院
瞑
想
学
堂
学
堂
長
）

（
四
）
二
〇
一
四
年
三
月
七
日　
「
モ
ン
ゴ
ル
の
仏
教
文
献
：
ガ
ン
ダ

ン
寺
所
蔵
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
概
要
」
Ｎ
・
ア
ム
ガ
ラ
ン
師
（
モ
ン
ゴ

ル
国
ガ
ン
ダ
ン
寺
学
術
文
化
研
究
所
）
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執
筆
者
紹
介
（
二
〇
一
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

金
子　

彰 

二
〇
一
二
年
度
一
般
研
究
（
加
来
班
）
協
同
研
究
員
・
東
京
女
子
大
学
教
授

高
橋
陽
一 

二
〇
一
二
年
度
特
定
研
究
（「
建
学
の
精
神
」
教
育
推
進
研
究
）
講
師
・
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授

松
浦
典
弘 

二
〇
一
三
年
度
指
定
研
究
（
国
際
仏
教
研
究
）
研
究
員
・
本
学
准
教
授

西
本
祐
攝 

二
〇
一
三
年
度
特
定
研
究
（「
建
学
の
精
神
」
教
育
推
進
研
究
）
研
究
員
・
本
学
講
師

関
口
敏
美 

二
〇
一
三
年
度
一
般
研
究
（
関
口
班
）
研
究
代
表
者
・
本
学
教
授

市
川
郁
子 

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
員
・
本
学
准
教
授

望
月
謙
二 

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
員
・
本
学
教
授

髙
山
芳
治 

同　
　
　
　
　
　

協
同
研
究
員
・
本
学
特
別
任
用
教
授

中
森
一
郎 

二
〇
一
三
年
度
一
般
研
究
（
中
森
班
）
研
究
代
表
者
・
本
学
教
授

柴
田
み
ゆ
き 

二
〇
一
三
年
度
一
般
研
究
（
柴
田
班
）
研
究
代
表
者
・
本
学
准
教
授

生
田
敦
司 

同　
　
　
　
　
　
　

協
同
研
究
員
・
本
学
非
常
勤
講
師

杉
山
正
治 

同　
　
　
　
　
　
　

協
同
研
究
員
・
立
命
館
大
学
助
教

齋
藤　

晋 

同　

協
同
研
究
員
・
国
土
利
用
再
編
研
究
所
副
理
事
長

横
澤
大
典 

同　
　
　
　
　
　
　

協
同
研
究
員
・
本
学
非
常
勤
講
師

松
浦　

亨 

同　
　
　
　

協
同
研
究
員
・
北
海
道
大
学
病
院
准
教
授

田
中
久
美
子 

二
〇
一
三
年
度
一
般
研
究
（
田
中
班
）
研
究
代
表
者
・
本
学
准
教
授

福
島
栄
寿 

二
〇
一
三
年
度
一
般
研
究
（
福
島
班
）
研
究
代
表
者
・
本
学
准
教
授

渡
部　

洋 

二
〇
一
三
年
度
一
般
研
究
（
渡
部
班
）
研
究
代
表
者
・
本
学
准
教
授

早
川
智
美 

同　
　
　
　
　
　
　

協
同
研
究
員
・
本
学
非
常
勤
講
師

清
水
由
香
里 

同　
　
　
　
　
　
　

協
同
研
究
員
・
本
学
非
常
勤
講
師

黒
澤
祐
介 

二
〇
一
三
年
度
一
般
研
究
（
黒
澤
班
）
研
究
代
表
者
・
兵
庫
大
学
短
期
大
学
部
講
師

須
藤
孝
也 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）・
電
気
通
信
大
学
非
常
勤
講
師

福
井　

敏 

二
〇
一
四
年
度
一
般
研
究
（
武
田
班
）
協
同
研
究
員
・
本
学
非
常
勤
講
師
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